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1. はじめに 

 近年，湖沼の富栄養化が問題となっている 1)．これらの水域環境を改善する

ための方法の 1 つとして，浄化材等の施用が挙げられる．そこで，著者らは

富栄養化傾向にある小川原湖（図 1）において，太平洋セメント(株)が開発し

た浄化材を施用した場合，水質・底質や湖に生息するヤマトシジミにどのよ

うな効果・影響を与えるのかを実地試験および室内試験によって検討した 2)．

本研究では室内試験の試験条件を再検討し，既往の研究と比較しながら水域

環境の改善効果について考察した． 

2. 試験方法 

(1)シジミへの効果・影響に関する試験(試験Ⅰ)  図-2のように，4 つのバ

ケツにシジミを投入し，ヒーター，エアレーションポンプ等を用い，表-1 の

ような条件で 2019 年 9 月 4 日から 2020 年 1 月 27 日まで試験を実施した．こ 

こでは，シジミの生残率，成長速度(殻長，重量)を測定した． 

(2)底質への効果に関する試験(試験Ⅱ)  小川原湖の流入河川である花切川河口か 

ら底質を採取し，4 つのバケツに底質を入れ，表-2に示す条件で 2020 年 3 月 25 日 

から 2021 年 7 月 14 日まで試験を実施した．ここでは，底質の pH，IL を測定した． 

3. 水質・底質浄化材について 

主成分はケイ酸カルシウム水和物，粒径 

は1～4mmである．期待される効果として， 

アルカリ性能と多孔質形状による水質およ 

び底質改善効果が挙げられている3)．図-3， 

図-4は浄化材施用前後の模式図である． 

浄化材施用前は，底質に有機物が蓄積さ 

れ，未分解の有機物が増加する．このこと 

により，水域環境が嫌気性化・酸性化につながる． 

このような水域環境に浄化材を散布することによ 

り，有機物が分解され水質・底質環境改善につな 

がると期待される． 

4. 結果および考察 

(1) 試験Ⅰ  図-5にシジミの生残率の変化を示す． 

底質有のケース，底質無のケースそれぞれ比較をすると，どちらも浄化材を施用 

している CASE2，CASE4 が対照区よりも生残率が良いことが確認された．底質 
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表-1 シジミへの影響に関する 

試験条件 

 

表-2 底質への影響に 

関する試験条件 

図-1 小川原湖の周辺図 

 

図-2 室内試験Ⅰの様子 

 

図-3 浄化材施用前の模式図 

 

図-4 浄化材施用後の模式図 
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有のケースでは，対照区の CASE1 より 22.5 ポイント，底質無の 

ケースでは，対照区の CASE3 よりも 17.5 ポイント生残率が大き 

くなった．これらの結果から，浄化材によって生残率が大きく 

なったと考えられる．また，浄化材を施用している CASE2， 

CASE4 を比較した場合，底質がある CASE2 の生残率が 10 ポイ 

ント大きい．図-6にシジミの殻長成長率，重量増加率を示す． 

底質有のケース(CASE1，CASE2)，底質無のケース(CASE3，CASE4)

それぞれ比較をすると，底質有のケースでは CASE2，底質無の 

ケースでは，殻長成長率に違いはなく，重量増加率では CASE3 

のほうが良いことが確認された．底質有のケースでは，CASE1 

よりCASE2の成長率，増加率が良いがあまり差がみられないため，

長期による試験が必要であると考えられる．また，底質有のケ 

ースと底質無のケースを比較すると，底質有のケースの重量増 

加率が良い．これは，底質によりシジミの成長が促進された可 

能性が考えられる． 

(2) 試験Ⅱ  図-7に底質のpHの変化を示す．各CASEの平均 

pHはCASE1が7.70，CASE2が8.26，CASE3が8.09，CASE4が8.22 

であった．対照区のCASE1と浄化材を施用したCASE2，CASE3， 

CASE4を比較すると，浄化材によりpHが0.39～0.52上昇するこ 

とが確認された．図-8にILの変化を示す．CASE1，CASE2は 

2020年3月25日から2021年7月14日にかけてILが上昇傾向にある．

CASE3は2020年5月14日まではILが上昇していたが，2021年7月 

14日ではILが減少している．また，CASE4は2020年3月25日か 

ら2021年7月14日にかけ，減少傾向がみられる．CASE3，CASE4 

で浄化材の効果がみられたと考えられる．pH，ILの結果から浄 

化材はILに対して抑制効果があるといえる． 

5. おわりに 

 本研究より得られた知見は以下の通りである． 

(1) 試験Ⅰでは，浄化材により，シジミの生残率は，CASE1 

に対し CASE2（底質有）は 22.5 ポイント，CASE3 に対し 

CASE4（底質無）は 17.5 ポイント大きくなることが確認さ 

れた．また，浄化材は底質有の場合、シジミの殻長成長率， 

重量増加率にも良い影響を与えるといえる． 

(2) 試験Ⅱでは，対照区と浄化材を施用したケースを比較すると，pH が 0.39～0.52 上昇することが確認された． 

また，IL を抑制する効果もみられた． 
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図-8 IL の変化 

図-5 シジミの生残率の変化 

図-7 底質の pH の変化 

図-5 シジミの生残率の変化 

図-6 シジミの殻長成長率と重量増加率 
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